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武
将
パ
フ
ォ
ー
マ
ー『
清
原
紅
蓮
隊
』結
成
を
め
ざ
し

平
泉
文
化
の
源
流
を
全
国
に
発
信

　

昨
年
、
世
界
遺
産
登
録
と
な
っ

た
岩
手
県
・
平
泉
の
文
化
遺
産
。

横
手
市
は
、
平
泉
誕
生
の
前
史
で

あ
る
後
三
年
合
戦
の
舞
台
と
な
っ

た
場
所
で
あ
り
、
そ
の
平
泉
と
の

深
い
か
か
わ
り
を
目
に
見
え
る
形

で
全
国
に
発
信
し
よ
う
と
、
武
将

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
『
清
原
紅
蓮
隊
』

を
結
成
し
、
観
光
案
内
に
取
り
組

む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

清
原
紅
蓮
隊
は
、
奥
州
藤
原
三

代
の
祖
と
な
る
清
原
清
衡
（
の
ち

の
藤
原
清
衡
）
と
そ
の
兄
弟
や
源

義
家
な
ど
、
後
三
年
合
戦
の
当
事

者
と
な
っ
た
５
人
の
武
将
を
演
じ
、

か
つ
て
富
と
文
化
で
東
北
全
土
を

統
治
し
た
清
原
氏
の
複
雑
な
人
間

関
係
を
短
い
物
語
で
表
現
し
、
観

光
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

３
月
29
日
に
は
、
Ｙ
（
わ
い
わ

い
）
ぷ
ら
ざ
で
武
将
の
衣
裳
な
ど

が
お
披
露
目
さ
れ
、
秋
田
県
内
な

ど
で
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
『
吉

祥
姫
』
か
ら
提
供
さ
れ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
に
あ
わ
せ
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
一
部
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
原
紅
蓮
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、

今
後
公
募
に
よ
り
決
定
し
、
立
ち

回
り
な
ど
の
練
習
を
重
ね
た
後
、

各
イ
ベ
ン
ト
で
横
手
市
の
観
光
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

詳
細
が
決
ま
り
し
だ
い
、
市
報
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

お披露目された武将たち
の衣裳（左から、清原家
衡、源義家、清原清衡）
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２２

３３

４４

５５

秋
田
市
で
活
躍
す
る
若
手
書
道
家
の
佐
藤
佳
奈
さ
ん
が
制
作
し
た
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
背
景
に
演
技
を
披
露
す
る
劇
団
Ｈ
ｏ
ｚ
ｚ
ｙ
＆
Ｎ
ａ
ｎ
ｃ
ｙ

の
皆
さ
ん
と
秋
田
市
か
ら
駆
け
つ
け
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
皆
さ
ん

き
よ
は
ら
ぐ
れ
ん
た
い

2

『紅蓮』とは…

極楽浄土に咲く紅の
ハスの花のイメージ
や、合戦で流れた真
っ赤な血のイメージ、
ふるさとの平和のた
めに命をなげうった
者たちの燃える心の
色のイメージなどを
重ね合わせて作った
造語です。

き
っ

し
ょ
う
ひ
め

き
よ
は
ら
き
よ
ひ
ら



男女共同参画推進 作家・家田荘子氏講演会　

あいさつで、人もまちも明るく元気に

横手北中学校校章決定

３校の校章の特徴を生かして

市政の窓 市政の窓行政報告 行政報告 

　

３
月
23
日
、
か
ま
く
ら
館
を
会
場

に
横
手
市
男
女
共
同
参
画
推
進
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、
映
画
『
極
道
の
妻

た
ち
』
の
原
作
者
で
あ
る
家
田
荘
子

さ
ん
が
『
取
材
現
場
か
ら
〜
私
の
出

会
っ
た
人
た
ち
』
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

　

家
田
さ
ん
は
、
い
じ
め
や
Ｄ
Ｖ
な

ど
の
悩
み
を
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず

に
一
人
で
苦
し
み
、
薬
物
中
毒
に
陥

っ
た
り
、
犯
罪
を
犯
し
た
り
し
て
少

年
院
へ
と
来
た
少
年
少
女
の
壮
絶
な

人
生
を
紹
介
。
少
年
院
を
出
る
と
き

子
ど
も
た
ち
は
「
少
年
院
の
先
生
は
、

悪
い
と
こ
ろ
は
何
度
で
も
注
意
し
、

良
い
と
こ
ろ
は
褒
め
て
く
れ
る
。
少

年
院
の
先
生
の
よ
う
に
親
や
学
校
の

先
生
が
話
を
い
っ
ぱ
い
聞
い
て
く
れ

た
ら
私
は
少
年
院
に
来
な
く
て
済
ん

だ
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
す
と
い
い
、

少
年
た
ち
の
心
の
叫
び
に
誰
か
が
気

づ
き
、
話
を
聞
く
こ
と
の
大
切
さ
を

指
摘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
僧
侶
で
も
あ
る
家
田
さ
ん

は
、
お
遍
路
め
ぐ
り
で
歩
い
た
ま
ち

の
様
子
も
紹
介
し
「
〝
あ
い
さ
つ
し

て
く
れ
る
ま
ち
〞
は
人
も
ま
ち
も
明

る
く
元
気
で
あ
る
。
あ
い
さ
つ
は
、

心
を
開
い
て
も
ら
う
た
め
の
手
段
で

あ
り
、
す
れ
違
う
人
に
声
を
か
け
て

ほ
し
い
。
最
初
は
反
応
が
な
く
て
も

や
め
な
い
で
続
け
る
と
、
あ
い
さ
つ

で
き
な
い
人
も
い
つ
か
小
さ
い

声
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と

話
し
、
あ
い
さ
つ
を
き
っ
か
け

に
、
悩
ん
で
い
る
人
が
一
歩
踏

み
出
せ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

地域の
　元気づくりに貢献
　県が行う平成23年度『元気な
ふるさと秋田づくり』顕彰事業
で、市内から次の３団体が表彰
されました。

◆おはなし　ぽぽポ（石垣節子代
　表）＝読み聞かせやおはなし会
　などで、子どもが読書に親しむ
　活動を続けているほか、福祉活
　動にも積極的に取り組んでいる
　ことなどが評価されました。

◆着付けボランティアの会・つむ
　ぎの会（髙橋美代子代表）＝祭
　り参加者や見学者、大学の留学
　生などに浴衣の貸し出しや着付
　けボランティアをし、祭りを盛
　り上げたり、日本文化を広める
　活動などが評価されました。

◆劇団Ｈｏｚｚｙ＆Ｎａｎｃｙ（斎
　藤晋平団長）＝社会問題や健康
　問題などテーマにした演劇から
　娯楽性の高い演劇まで、地域を
　元気にする公演活動を行ってい
　ることなどが評価されました。

「
大
き
な
一
歩
で
な
く
て
い
い
。
自
分
の

歩
幅
で
小
さ
な
一
歩
を
積
み
重
ね
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
す
家
田
さ
ん

デザインを考案した高橋さん

横手北中学校の校章

　

平
成
25
年
４
月
に
開
校
予
定
の
横

手
北
中
学
校
の
校
章
デ
ザ
イ
ン
を
、

昨
年
12
月
15
日
か
ら
今
年
２
月
15
日

ま
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら

３
３
５
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
3
月
に
金
沢
中
を

卒
業
し
た
高
橋
璃
瑠
さ
ん
（
現
在
は

横
手
城
南
高
校
１
年
）
の
作
品
が
採

用
さ
れ
、
３
月
26
日
に
学
校
統
合
推

進
課
長
か
ら
採
用
証
明
書
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
校
章
は
、
統
合
す
る
３
校
の

校
章
に
描
か
れ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
の

う
ち
、
鳳
中
の
『
青
桐
の
葉
』、
横
手

西
中
の
『
ペ
ン
』、
金
沢
中
の『
矢
じ

り
』
が
融
合
し
て
描
か
れ
て
お
り
、

３
校
の
歴
史
や
伝
統
を
重
ん
じ
な
が

ら
さ
ら
な
る
発
展
を
願
う
と
と
も
に
、

す
べ
て
の
生
徒
が
互
い
を
尊
重
し
な

が
ら
強
い
絆
で
結
ば
れ
、
一
人
ひ
と

り
が
自
立
を
目
指
し
て
た
く
ま
し
く

成
長
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
橋
さ
ん
は
「
３
校
の
校
章
の
特

徴
を
組
み
合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
一
生
残

る
も
の
な
の
で
、
選
考
さ
れ
て
う
れ

し
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 

 

ナ ン シ ーホ ー ジ ー

 ※

ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）とは
夫や恋人など親密な間柄にある男女間に
おいてふるわれる暴力のことです。ここ
でいう暴力は、殴る、蹴るなどの身体的
暴力だけでなく、相手の人格を否定する
ような言葉の暴力、性的暴力、行動を支
配する社会的暴力、お金を与えないなど
の金銭的暴力を指します。

 ※

◆
会
長
・
会
長
職
務
代
理
者
を
選
出

　

４
月
２
日
、
改
選
後
初
め
て
と
な

る
平
成
24
年
度
第
１
回
市
農
業
委
員

会
総
会
が
浅
舞
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
委
員
の
互
選
に
よ
り

会
長
に
髙
瀬
俊
作
氏（
再
任
・
横
手
）、

会
長
職
務
代
理
者
に
菅
原
一
太
郎
氏

（
再
任
・
平
鹿
）
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し

ま
し
た
。

　

農
政
や
農
地
利
用
な
ど
で
大
き
な

役
割
を
担
う
新
た
な
農
業
委
員
会
の

体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

【
会
長
】

　

髙
瀬
俊
作
氏
（
横
手
）

【
会
長
職
務
代
理
者
】

　

菅
原
一
太
郎
氏
（
平
鹿
）

◆
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
結
果

　

公
選
定
数
は
、
合
計
で
40
人
。

【
横
手
選
挙
区
】定
数
７　

議
席
番
号

　

近
江
谷
久
雄
（
当
選
・
現
）  

13

　

小
原
重
夫
（
当
選
・
現
）  　

37

　

鎌
田
進
（
当
選
・
現
）  　
　

38

　

菊
谷
篤
（
当
選
・
現
）  　
　

33

　

髙
瀬
俊
作
（
当
選
・
現
） 　

 

47

　

髙
橋
孝
次
（
当
選
・
新
）　
　

25

　

松
井
長
助
（
当
選
・
現
）　
　

３

【
増
田
選
挙
区
】定
数
３　

議
席
番
号

　

岩
谷
寛
（
当
選
・
現
）　
　
　

14        
  

千
葉
肇
（
当
選
・
現
） 　
　

 

39

　

平
良
木
保
（
当
選
・
現
）  　

27

【
平
鹿
選
挙
区
】定
数
７　

議
席
番
号

　

飯
野
正
和
（
当
選
・
現
）　
　

１

　

佐
々
木
喜
太
郎
（
当
選
・
現
）
16

　

佐
藤
勇
（
当
選
・
新
）　
　
　

15

　

佐
藤
義
雄
（
当
選
・
現
）　
　

28

　

菅
原
一
太
郎
（
当
選
・
現
）　

46

　

髙
橋
昭
（
当
選
・
現
）　
　
　

８

　

藤
原
博
（
当
選
・
現
）　
　
　

２

【
雄
物
川
選
挙
区
】定
数
７
議
席
番
号

　

近
江
清
廣
（
当
選
・
現
）　
　

31

　

木
村
由
美
子
（
当
選
・
現
）　

44

　

佐
々
木
正
男
（
当
選
・
現
）　

35

　

佐
々
木
善
一
（
当
選
・
現
）　

22

　

吉
田
和
儀
（
当
選
・
新
）　
　

26

　

吉
田
茂
（
当
選
・
現
）　
　
　

24

　

渡
邉
良
一
（
当
選
・
現
）　
　

６

【
大
森
選
挙
区
】定
数
５　

議
席
番
号

　

斉
藤
繁
（
当
選
・
現
）　
　
　

５

　

佐
藤
仁
（
当
選
・
現
）　
　
　

20

　

田
口
元
（
当
選
・
現
）　
　
　

32

　

丹
波
賢
太
郎
（
当
選
・
現
）　

17

　

長
谷
山
厚
成
（
当
選
・
現
）　

９

【
十
文
字
選
挙
区
】定
数
５
議
席
番
号

　

伊
藤
亨
（
当
選
・
現
）　
　
　

４

  

菅
原
孝
一
（
当
選
・
現) 　
　

11

  

齋
藤
和
夫
（
当
選
・
現
）　
　

34   

　

佐
々
木
茂
晴
（
当
選
・
現
）　

７

  

丹
健
一
（
当
選
・
現
）　
　
　

19

【
山
内
選
挙
区
】定
数
２　

議
席
番
号

　

高
橋
幸
子
（
当
選
・
現
）　
　

40

  

野
中
長
一
（
当
選
・
現
）　
　

23

【
大
雄
選
挙
区
】定
数
４　

議
席
番
号

　

岡
根
弘
幸
（
当
選
・
現
）　
　

18

　

小
松
髙
義
（
当
選
・
現
）　
　

10

　

佐
々
木
秀
一
（
当
選
・
現
）　

29

　

戸
田
賢
隆
（
当
選
・
新
）　
　

43

◆
農
業
団
体
や
市
議
会
か
ら
推
薦
さ

れ
た
委
員

　

農
業
関
係
団
体
な
ど
か
ら
の
意
見

を
取
り
入
れ
る
た
め
、
委
員
の
選
任

が
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
協
同
組
合
、
農
業
共
済
組
合
、

土
地
改
良
区
か
ら
推
薦
を
受
け
た
人

や
、
市
議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
学
識

経
験
を
持
つ
人
を
市
長
が
委
員
と
し

て
選
任
し
ま
す
。

【
横
手
市
議
会
】    　

 

議
席
番
号

　

小
野
正
伸
（
横
手
・
新
）　
　

45

　

小
野
寺
稲
子
（
山
内
・
新
）　

30

　

奥
山
道
子
（
大
雄
・
新
）　
　

36

　

高
橋
せ
つ
（
増
田
・
現
）　
　

42

【
秋
田
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
平
鹿
支
部
】        

議
席
番
号

　

佐
藤
紘
藏
（
平
鹿
・
新
）　
　

21

【
平
鹿
農
業
共
済
組
合
】 

議
席
番
号

　

佐
藤
喜
太
郎
（
大
森
・
現
）　

12

【
秋
田
ふ
る
さ
と
農
業
協
同
組
合
】

　
　
　
　
　
　
　

    　

議
席
番
号

　

佐
藤
修
一
（
十
文
字
・
現
）　

41

◆
平
成
24
年
度
の
農
業
委
員
会
総
会

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
月
１
回
農

業
委
員
会
総
会
を
開
催
し
、
農
地
の

売
買
や
貸
借
、
農
地
の
転
用
な
ど
を

審
議
し
ま
す
。
総
会
は
、
ど
な
た
で

も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
総

会
の
日
程
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
番

号
０
０
０
０
０
５
６
５
０
）
。

農業委員会委員一般選挙・第１回農業委員会総会

農地・農政を監視する47人が決まる

　任期満了に伴う横手市農業委員会委員一般選挙が３月18日に告示され、
８つの選挙区ごとに立候補の届け出が行われた結果、各選挙区とも公選
定数を超えなかったため、無投票で40人が当選となりました。各団体か
ら推薦された７人を合わせ、47人の農業委員会委員が決定しました。
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師
▼
吉
田
桃
子
／
看
護
科
介
護
士

▼
遠
藤
綾
子
／
臨
床
検
査
科
臨
床

検
査
技
師

　▼
佐
々
木
満
枝
／
診
療
科
産
婦
人

科
長
▼
渡
部
昇
／
診
療
科
消
化
器

内
科
医
員
▼
木
下
幸
寿
／
診
療
科

消
化
器
内
科
医
員
▼
佐
々
木
研
／

診
療
科
整
形
外
科
医
員

　
（
４
月
１
日
号
掲
載
追
加
分
）

職
員
退
職
者

職
員
退
職
者

新
規
採
用
職
員

新
規
採
用
職
員

総
務
課
長
・
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
併
任

【
雄
物
川
地
域
局
】

【
十
文
字
地
域
局
】

消
防
本
部
総
務
課
長
・
総
務
企
画

部
危
機
管
理
室
主
幹
併
任

診
療
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

技
師
長

上
下
水
道
部

上
下
水
道
部

教
育
指
導
課
長
兼
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長

市
立
病
院

【
市
立
横
手
病
院
】

学
校
給
食
課
長
兼
各
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長

次
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長

商
工
労
働
課
長
兼
企
業
誘
致
室
主

幹 障
害
者
支
援
施
設
大
和
更
生
園
園
長
兼
障
害

者
支
援
施
設
ユ
ー
・
ホ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
施
設
長

総
務
企
画
部

総
務
企
画
部

財
務
部

財
務
部

市
民
生
活
部

市
民
生
活
部

健
康
福
祉
部

健
康
福
祉
部

事
務
局
長
兼
総
務
課
長
兼
医
事
課

長

産
業
経
済
部

産
業
経
済
部

建
設
部

建
設
部

と
き
め
き
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
っ
ぷ

る
主
幹

病
院
事
業
管
理
者
兼
市
立
横
手
病

院
院
長

【
消
防
本
部
・
消
防
署
】

【
市
立
横
手
病
院
】

【
市
立
大
森
病
院
】

【
市
立
横
手
病
院
】

住民サ－ビスの
更なる充実に向けて
住民サ－ビスの
更なる充実に向けて

平成24年度横手市職員体制平成24年度横手市職員体制

組織体制の変更点
部　課　名

総務企画部 市長公室
（伝建推進担当）

市民生活部 くらしの相談課

産業経済部 観光物産課

庁　舎

増田庁舎

横手庁舎

よこて
イースト内

連絡先

　45-5512

　35-4099

　32-2118

主な組織・機構の見直し
◆空家対策や消費者相談、人権擁
　護などの相談窓口を一元化し、
　市民生活部に「くらしの相談課」
　を新設しました。
◆増田地域の〝まちなみ〟保存を
　目的に、国の重要伝統的建造物
　群保存地区の選定とその活用を
　図るため、市長公室に伝建推進
　担当を移し、専任体制を強化し
　ます。
◆観光物産振興の効率を図るため、
　２カ所に分かれていた観光物産
　課を、横手駅東口側の「よこて
　イースト内」に集約しました。

主な組織・機構の見直し
◆空家対策や消費者相談、人権擁
　護などの相談窓口を一元化し、
　市民生活部に「くらしの相談課」
　を新設しました。
◆増田地域の〝まちなみ〟保存を
　目的に、国の重要伝統的建造物
　群保存地区の選定とその活用を
　図るため、市長公室に伝建推進
　担当を移し、専任体制を強化し
　ます。
◆観光物産振興の効率を図るため、
　２カ所に分かれていた観光物産
　課を、横手駅東口側の「よこて
　イースト内」に集約しました。

　市では、更なる住民サービスの
充実と効率的な組織体制の確立に
向け、４月１日付けで、人事異動
を行いました。
　平成24年度の課長級以上の職員
体制をお知らせします。

　市では、更なる住民サービスの
充実と効率的な組織体制の確立に
向け、４月１日付けで、人事異動
を行いました。
　平成24年度の課長級以上の職員
体制をお知らせします。
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

歴　史

 

ＨＰページ番号／000009479

 

　

増
田
地
区
の
歴
史
的
建
造
物
の

中
で
も
、ひ
と
き
わ
目
を
ひ
く『
旧

石
田
理
吉
家（
市
指
定
文
化
財
）』

は
、
県
内
の
文
化
財
で
も
極
め
て

珍
し
い
木
造
３
階
建
て
の
住
宅
で

す
。
希
少
な
木
材
を
使
用
し
た
内

蔵
を
含
め
て
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
歴
史
を
肌
で
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆
開
館
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後

　

４
時

◆
休
館
日
／
月
曜
日
（
月
曜
日
が

　

祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
お
よ
び

　

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日

◆
入
館
料
／
１
人
３
０
０
円　

　
（
た
だ
し
、20
人
以
上
の
団
体
の

　

場
合
は
１
人
に
つ
き
２
４
０
円
）、

　

高
校
生
以
下
無
料

【
問
合
せ
】

　
市
総
務
企
画
部
市
長
公
室
伝
建

　

推
進
担
当（
増
田
庁
舎
内
）

　
　

４
５
‐
５
５
１
２

増
田
伝
統
的
建
造
物
伝
承
施
設『
旧
石
田
理
吉
家
』が

４
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

委員募集
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現
在
、
新
た
に
整
備
を
進
め
て

い
る
、
ご
み
処
理
統
合
施
設
の
周

辺
環
境
の
保
全
な
ど
に
つ
い
て
考

え
る
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。　

◆
応
募
資
格
／
栄
地
区
に
住
ん
で

　

い
る
満
20
歳
以
上
の
方

◆
募
集
人
数
／
３
人

◆
任
期
／
２
年

◆
委
員
構
成
／
統
合
施
設
周
辺
に

　

関
わ
り
を
有
す
る
方
や
環
境
保

　

全
に
知
見
を
有
す
る
方
な
ど
、

　

25
人
以
内
。
そ
の
う
ち
公
募
委

　

員
は
３
人
。

◆
活
動
内
容
／
周
辺
環
境
調
査
結

　

果
や
事
業
の
進
捗
状
況
の
確
認
。

　

年
２
回
程
度
会
議
を
開
催
予
定
。

◆
応
募
方
法
／
任
意
の
用
紙
に『
ご

　

み
処
理
統
合
施
設
環
境
保
全
委

　

員
会
委
員
に
応
募
し
ま
す
』
と

　

明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

　

ル
・
持
参
の
い
ず
れ
か
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
／
５
月
10
日（
木
）

　

※
必
着

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
〒
０
１
３
‐
０
０
２
３

　

横
手
市
中
央
町
８
番
２
号

　

横
手
市
市
民
生
活
部
生
活
環
境

　

課（
横
手
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
８
４

　
　

３
３
‐
７
８
３
８

ご
み
処
理
統
合
施
設
環
境
保
全
委
員
会
の
委
員
募
集

住所変更
　

引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
の
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
市

市
民
生
活
部
市
民
課
、
ま
た
は
各

地
域
局
市
民
福
祉
課
窓
口
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

◆
こ
ん
な
と
き

＊
横
手
市
外
か
ら
引
っ
越
し
て
き

　
た
時
（
転
入
届
）
／
住
み
始
め

　

た
日
か
ら
14
日
以
内

＊
横
手
市
内
の
ほ
か
の
住
所
に
引

　
っ
越
し
た
時
（
転
居
届
）
／
住

　

み
始
め
た
日
か
ら
14
日
以
内

＊
横
手
市
外
へ
引
っ
越
す
時
（
転

　
出
届
）
／
引
っ
越
し
が
決
ま
っ

　

た
日
か
ら
引
っ
越
し
を
す
る
日

　

ま
で

◆
必
要
な
も
の

　

届
け
出
す
る
方
の
印
鑑
と
、
運

転
免
許
証
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔
写
真

つ
き
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
健

康
保
険
証
、
年
金
証
書
な
ど
複
数

の
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
世
帯
の
方
以
外
が

届
け
出
す
る
場
合
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　

な
お
、
転
入
の
場
合
は
、
前
住

所
地
で
発
行
し
た
転
出
証
明
書
も

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】（
横
手
地
域
は
市
民
課
、

ほ
か
の
地
域
は
市
民
福
祉
課
）

横
手
地
域　
　

３
５
‐
２
１
７
６

増
田
地
域　
　

４
５
‐
５
５
１
３

平
鹿
地
域　
　

２
４
‐
１
１
１
３

雄
物
川
地
域　

２
２
‐
２
１
５
６

大
森
地
域　
　

２
６
‐
２
１
１
５

十
文
字
地
域　

４
２
‐
５
１
１
４

山
内
地
域　
　

５
３
‐
２
９
３
２

大
雄
地
域　
　

５
２
‐
３
９
０
４

住
所
変
更
な
ど
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

ＨＰページ番号／000001244委員募集
　

横
手
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
雪
と
の
共
生
・
共
存
を
考
え
、

市
と
市
民
、
事
業
所
が
力
を
合
わ

せ
て
快
適
で
魅
力
あ
る
雪
国
を
つ

く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
『
雪
と

な
か
よ
く
暮
ら
す
条
例
』
を
制
定

し
て
い
ま
す
。

　

条
例
の
目
的
実
現
に
向
け
て
雪

国
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
直
し
、
雪

と
の
付
き
合
い
方
を
一
緒
に
考
え

て
く
れ
る
市
民
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

◆
応
募
資
格
／

・
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
や
雪
に

　

親
し
む
暮
ら
し
づ
く
り
の
推
進

　

に
関
心
を
持
ち
、
当
条
例
の
趣

　

旨
に
賛
同
で
き
る
方

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
以

　

上
の
方

・
市
民
委
員
会
に
出
席
で
き
る
方

　
（
年
３
回
程
度
の
会
議
、平
日
夜

　

開
催
）

◆
募
集
人
数
／
お
お
む
ね
20
人
程

　

度
◆
活
動
内
容
／
雪
と
親
し
む
日
事

　

業
（
か
ん
じ
き
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

な
ど
の
開
催
）

◆
申
込
方
法
／
各
地
域
局
窓
口
に

　

用
意
し
て
い
る
応
募
用
紙
に
住

　

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

　

番
号
、
応
募
動
機
を
記
入
し
、

　

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

　

ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
市
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
５
月
２
日（
水
）

　

※
必
着

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１　

　

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

　

横
手
市
総
務
企
画
部
経
営
企
画

　

課
（
本
庁
南
庁
舎
内
）

　

  

３
５
‐
２
１
６
４

　

  

３
３
‐
６
０
６
１　

『
雪
国
の
暮
ら
し
』を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か　

〜
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
〜

ＨＰ番号／000009259、  kikaku@city.yokote.lg.jp

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

　障がいを持つ方の通院などの費用負担を軽減するた
め、タクシー利用券の交付と通院交通費を助成します。
申請は、各地域局福祉担当で受け付けます。
【タクシー利用券の交付】・・・基本料金の助成　
　現金の代わりに手軽な利用券での支払いができます。
◎身体障害者手帳１級から３級、療育手帳Ａ、精神障
　害者保健福祉手帳１級をお持ちの方に、１カ月につ
　き２枚、年間24枚まで交付します。
◎腎臓機能障害（１級から３級）で、透析治療のため
　に週２回以上通院している市民税非課税世帯の方に、      
　１カ月につき４枚、年48枚まで交付します。
◆手続きに必要なもの
　身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手
　帳、印鑑

【通院交通費】　
◎腎臓機能障害（１級から３級）で、透析治療のため
　に週２回以上通院している方に、３カ月ごとにタク
　シー基本料金相当額を支給します。
◆手続きに必要なもの
　身体障害者手帳、特定疾病療養受療証または自立支
　援医療受給者証、交通費の振込先となる預金通帳等、
　印鑑
※通院交通費を申請した場合は、タクシー利用券の申
　請はできません。

【問合せ】
　市健康福祉部社会福祉課（横手庁舎内）
  　35-2132 　32-9709

　身体や精神に障がいを持つ方が所有する軽自動車は、
軽自動車税の減免対象になります。身体障害者手帳等
（規定等級以上）の交付を受けている方は、申請手続
きをしてください。減免制度の詳しい内容は、市のホ
ームページに掲載しています。
◆減免を受けることができる軽自動車
　18歳以上の身体障がい者の場合、軽自動車の所有者
は本人に限ります。18歳未満の身体障がい者、知的・
精神障がい者の場合は、生計を同じくするご家族名義
の軽自動車でも減免の対象になります。　

◆必要書類
　①印鑑②運転免許証（運転者のもの）③身体障害者
　手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷病
　者手帳④自動車検査証⑤減免申請書
◆申請期限
　５月24日（木）
※期限を過ぎると減免を受けることができませんので、
　ご注意ください。
※自動車税と軽自動車税の減免を両方受けることはで
　きません。どちらか１台だけになります。
◆問合せ　
　市財務部市民税課　32-2510
　または各地域局地域振興課
　税務担当

タクシー利用券の交付と通院交通費の助成制度　ＨＰページ番号／000009468

軽自動車税の減免制度　ＨＰページ番号／000001272

使用目的
日常生活全般

障がい者の通学・通院・通所等

障がい者のみで構成される世帯に属
する方の通学・通院・通所等

運転者
障がい者本人
障がい者と生計を
一にする方
障がい者を常時介
護する方

障がいを持つ方の費用負担軽減制度障がいを持つ方の費用負担軽減制度

  騒音規制法と振動規制法では、著しい騒音や振動
を発生する特定の機械設備を『特定施設（特定機械
設備）』としています。さらに特定施設を備えた工
場等の設置者に対しては、届出書の提出と規制基準
の順守が義務付けられています。
　これまで横手地域、十文字地域の指定地域（都市
計画に基づく用途地域）が対象でしたが、４月から
平鹿地域の用途地域も指定地域になりました。地域
内で騒音や振動を発生させる機械を使用した建設作
業も届出の対象となります。
　詳しくは、市ホームページをご覧になるか、お問
い合わせください。
◆問合せ／市市民生活部生活環境課（横手庁舎内）
　　　　　　35-2184

騒音・振動規制地域が追加されます騒音・振動規制地域が追加されます
ＨＰページ番号000002021、000002023ＨＰページ番号000002021、000002023

教育委員会短信教育委員会短信
　問合せ　教育総務課 　32-2402　問合せ　教育総務課 　32-2402●

３月

■３月定例教育委員会の審議内容（３月26日）
◎横手市教育ビジョンについて　  横手市総合計画
　で定めた教育文化の方針や施策等を具体的に推進
　するため定めるもの
◎横手市生涯学習推進計画第２次計画について　　
　横手市生涯学習推進計画期間が終了するため、第
　２次計画を定めるもの
◎横手市児童生徒に対する通学費補助金交付要綱の
　一部改正　　中学校の統廃合等により見直しする
　もの　
◎横手市社会教育委員の委嘱
◎横手市生涯学習奨励員の委嘱　
　　　　　　　　　　　　　　　　ほか２件を可決

ＨＰページ番号000005456ＨＰページ番号000005456
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情報～information～

　
　

不
要
に
な
っ
た
絵
本
は

　
　

ス
ギ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル
文
庫
へ

　

回
収
し
た
本
は
、
希
望
す
る
幼
稚

園
・
保
育
所
等
に
配
布
し
ま
す
。

◆
回
収
対
象
／
乳
幼
児
・
小
学
校
低

　

学
年
向
け
の
絵
本
※
傷
み
が
少
な

　

く
、
再
利
用
に
耐
え
ら
れ
る
も
の

◆
回
収
方
法
／
県
立
・
市
立
図
書
館

　

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
県
企
画
振
興
部
総
合
政

　

策
課

　
　

０
１
８
‐
８
６
２
‐
５
２
０
０

　
　

土
砂
災
害
危
険
個
所
の
立
入

　
　

り
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
の

あ
る
場
所
を
調
査
し
ま
す
。
秋
田
県

の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た
調
査
員

が
私
有
地
に
入
り
、
調
査
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
調
査
地
区
／
増
田
町
荻
袋
地
区
・

　

狙
半
内
地
区
・
湯
野
沢
地
区

◆
期
間
／
４
月
〜
８
月

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

設
部
企
画
調
査
課

　
　

３
２
‐
６
２
０
５

　
　

平
成
24
年
盲
学
校
サ
テ
ラ
イ

　
　

ト
教
室
が
始
ま
り
ま
す

　

幼
児
か
ら
成
人
の
方
ま
で
、
見
え

方
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
遊

び
や
学
習
、
生
活
に
つ
い
て
の
不
安

や
困
り
ご
と
が
あ
る
方
、
ま
た
は
保

護
者
の
方
は
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
日
時
／
毎
月
第
４
水
曜
日
、
午
後

　

１
時
30
分
〜

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館
４
階

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
立
盲
学
校
ロ
ー

　

ビ
ジ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

０
１
８
‐
８
８
９
‐
８
５
７
１

　
　

た
の
し
く
身
に
付
く『
男
女

　
　

共
同
参
画
か
る
た
』募
集

　

男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
、
身

近
な
暮
ら
し
の
中
か
ら
『
か
る
た
読

み
札
』
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
募
集
期
限
／
５
月
20
日（
日
）

◆
応
募
方
法
／
い
ろ
は
か
る
た
の『
い
』

　

か
ら
『
ん
』
ま
で
の
50
音
か
ら
始

　

ま
る
読
み
札
作
品
（
50
音
の
う
ち

　

の
１
字
だ
け
で
も
応
募
可
）
と
住

　

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
を
記

　

入
の
上
、
官
製
は
が
き
、
フ
ァ
ク

　

ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

　

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
先
・
問
合
せ
／
秋
田
県
南
部

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
『
か
る

　

た
読
み
札
係
』
〒
０
１
３
‐
０
０

　

４
６　

横
手
市
神
明
町
１
‐
９

　
　

３
３
‐
７
０
１
８

　
　

３
３
‐
７
０
３
８

　
　

sagec7002@
abelia.ocn.ne.jp

　
　

パ
ー
ト
バ
ン
ク
か
ら
ハ
ロ
ー

　
　

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
へ
名
称
変
更

　

よ
ね
や
ハ
ッ
ピ
ー
タ
ウ
ン
店
内
の

『
よ
こ
て
パ
ー
ト
バ
ン
ク
』
が
４
月

１
日
か
ら
『
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

よ
こ
て
』
に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

場
所
、
開
庁
時
間
、
電
話
番
号
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。
子
育
て
中
の
方
を

支
援
す
る
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
引

き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
開
庁
日
時
／
平
日
の
午
前
９
時
30

　

分
〜
午
後
５
時
15
分
※
土
日
・
祝

　

日
・
年
末
年
始
は
休
み

◆
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手

　
　

３
２
‐
１
１
６
５

　
　

大
曲
技
術
専
門
校

　
　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

お
勤
め
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

【
①
機
械
図
面
の
読
み
方
・
新
人
対
象
】

◆
期
日
／
４
月
25
日（
水
）・
26
日（
木
）

【
②
１
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
学

科
試
験
準
備
講
習
】

◆
期
日
／
４
月
25
日（
水
）〜
27
日（
金
）

【
共
通
事
項
】

◆
場
所
／
大
曲
技
術
専
門
校

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
定
員
／
①
10
人
、
②
20
人

◆
申
込
み
／
大
曲
技
術
専
門
校

　
　

０
１
８
７
‐
６
２
‐
６
３
２
１

　
　

横
手
地
方
職
業
能
力
開
発
協

　
　

会
主
催
の
各
種
研
修
講
座

　

受
講
資
格
や
必
要
書
類
等
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
①
除
染
等
業
務
特
別
教
育
】

◆
期
日
／
４
月
27
日（
金
）

◆
申
込
期
限
／
４
月
20
日(

金)

【
②
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
Ｋ
Ｙ
Ｔ
実

践
講
習
】

◆
期
日
／
５
月
８
日（
火
）・
９
日（
水
）

◆
申
込
期
限
／
４
月
23
日(

月)
【
③
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
内
部
監
査
員
講

習
】

◆
期
日
／
５
月
10
日（
木
）・
11
日（
金
）

◆
申
込
期
限
／
５
月
７
日(

月)

【
④
職
長
教
育
講
習（
全
業
種
対
象
）】

◆
期
日
／
５
月
15
日（
火
）・
16
日（
水
）

◆
申
込
期
限
／
５
月
７
日(
月)

【
共
通
事
項
】

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
横
手
地
方
職
業
能
力
開
発

　

協
会

◆
受
講
料
／
１
万
円

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
横
手
地
方
職

　

業
能
力
開
発
協
会

　
　

３
２
‐
５
７
８
３

 

2

                  
　
　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
に

　
　

ご
参
加
く
だ
さ
い

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
や

仲
間
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
約
５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
き
ま
す
。
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
に
一
緒
に
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎

　

月
第
４
土
曜
日（
12
月
は
15
日
）、

　

午
前
９
時
〜

◆
集
合
場
所
／
か
ま
く
ら
館
サ
ン
ル

　

ー
ム
（
コ
ー
ス
に
よ
り
集
合
場
所

　

が
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
報

　

よ
こ
て
毎
月
15
日
号
最
終
ペ
ー
ジ

　
『
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
』
で
ご
確 

　

認
く
だ
さ
い
）

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課　

３
３
‐
９
６
０
０

　
　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
参
加
者

　
　

募
集
！

◆
対
象
／
８
月
〜
10
月
に
出
産
予
定

　

の
妊
婦
と
そ
の
家
族

◆
日
時
・
内
容
／【
１
回
目
】５
月
14

　

日（
月
）午
後
１
時
〜
３
時
、
妊
娠

　

中
の
上
手
な
食
事
の
と
り
方
・
マ

　

タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
・
妊
娠
中
の
歯

　

の
話
・
大
切
な
い
の
ち
の
話
『
妊

　

娠
経
過
と
生
活
の
仕
方
』

　
【
２
回
目
】５
月
25
日（
金
）午
後
６

　

時
30
分
〜
８

　

時
30
分
、
沐

　

浴
練
習
・
パ

　

パ
の
妊
婦
体

　

験
・
赤
ち
ゃ

　

ん
の
お
世
話
の
仕
方

◆
申
込
期
限
／
５
月
７
日（
月
）

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
18
組

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課　

３
３
‐
９
６
０
０

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
を
対
象

　
　

と
し
た
経
理
事
務
講
習
会

　

母
子
家
庭
の
母
や
寡
婦
の
方
等
を

対
象
に
、
就
労
に
生
か
せ
る
簿
記
の

基
礎
を
学
び
ま
す
。
子
育
て
支
援
課

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
、
縦
４
㌢

×
横
３
㌢
の
顔
写
真
を
添
付
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
５
月
19
日（
土
）か
ら
９
月

  

８
日
（
土
）ま
で
の
毎
週
土
曜
日（
全

　

15
回
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
秋
田
県
ひ
と
り
親
家
庭
就

　

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
研
修
室

　
（
秋
田
市
旭
北
栄
町
）

◆
定
員
／
20
人

◆
受
講
料
／
無
料

◆
テ
キ
ス
ト
代
／
３
，
６
７
５
円

◆
申
込
期
限
／
５
月
８
日（
火
）

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
子
育
て

　

支
援
課　

３
５
‐
２
１
３
３

　
　

横
手
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

　
　

教
室
を
開
催
し
ま
す

◆
日
時
／
５
月
６
日（
日
）午
前
10
時

　

〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
体
育
館

◆
対
象
／
市
内
に
住
む
身
体
・
知
的
・

　

精
神
障
が
い
者
で
、
会
場
ま
で
各

　

自
来
場
で
き
る
方
（
付
き
添
い
の

　

方
も
入
場
で
き
ま
す
）

◆
種
目
／
卓
球
バ
レ
ー
、
ボ
ッ
チ
ャ

　

（
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
転
が
し
た

　

り
し
、
目
標
球
に
い
か
に
近
づ
け

　

る
か
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
）

◆
参
加
費
／
無
料
（
保
険
に
は
県
障

　

害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
加
入
）

◆
申
込
期
限
／
４
月
27
日（
金
）

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
社
会
福

　

祉
課　

３
５
‐
２
１
３
２

　
　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

　
　

講
座（
全
６
回
）

　

図
書
館
の
日
常
業
務
の
手
伝
い
や

子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
の
手
伝
い

な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
基
礎

を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
５
月
17
日（
木
）か
ら
８
月

　

下
旬
ま
で
（
全
６
回
）
、
初
回
は

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

　

ほ
か

◆
対
象
／
①
〜
③
の
要
件
を
す
べ
て

　

満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

　

①
市
内
在
住
で
、
市
立
図
書
館
利

　

用
登
録
者
ま
た
は
登
録
希
望
者
、

　

②
講
座
日
程
の
３
分
の
２
以
上
受

　

講
で
き
る
方
、
③
心
身
と
も
に
健

　

康
で
、
講
座
修
了
後
、
図
書
館
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る

　

方
◆
定
員
／
10
人
程
度
（
希
望
者
多
数

　

の
場
合
抽
選
）

◆
受
講
料
／
無
料
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

保
険
代
２
８
０
円
あ
り
）

◆
申
込
期
限
／
５
月
11
日（
金
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
中
央
図
書
館

　
　

２
２
‐
２
３
０
０

　
　

い
き
い
き
農
園
利
用
者
募
集

　
　

　

土
に
触
れ
、
自
然
と
親
し
み
な
が

ら
野
菜
や
花
な
ど
を
育
て
る
楽
し
さ

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　

◆
場
所
／
大
森
町
上
溝
字
白
山
地
内  

◆
募
集
区
画
／
１
７
０
㎡
、
２
区
画

◆
利
用
料
／
無
料　

◆
申
込
期
限
／
４
月
27
日（
金
）

◆
申
込
方
法
／
大
森
地
域
局
産
業
建

　

設
課
備
え
付
け
の
申
請
書
に
て
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
／
大
森
地
域
局
産
業
建
設

　

課　

２
６
‐
２
１
１
６

　
　

市
内
名
所
を
巡
る
半
日
観
光

　
　

に
参
加
し
て
み
ま
せ
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　横手の活気、素晴らしい自然、残したい風景やお
祭り、行事などの写真を募集しています。入賞作品
は市の施設に展示し、2013年『よこて地域行事カレ
ンダー』にも採用します。

◆作品規定／【一般の部】カラー六ツ切、Ａ４判、ワ
　　　　　　イド四ツ切、【高校生以下】カラー２Ｌ

◆撮影内容／横手地域内（市内全域でなく横手地域
　　　　　　限定）で平成21年10月以降に撮影した
　　　　　　もので、未発表のもの（１人何点でも
　　　　　　応募できます）

◆応 募 先／【持ち込み】横手地域局１階総合窓口、
　　　　　　【郵送】〒013-8799　郵便事業株式会社
　　　　　　横手支店留『横手いいとこ撮り写真コ
　　　　　　ンテスト』係あて
　　　　　　※画題、氏名、年齢、住所、電話番号、
　　　　　　　撮影年月日を記載した応募票を添付
　　　　　　　してください。

◆応募期限／10月１日（月）
　　　　　　※結果発表は10月下旬

◆表　　彰／最優秀賞、優秀賞、入選、佳作を表彰
　　　　　　し、賞金や記念品を贈呈します。

◆問 合 せ／横手地域局地域振興課　32-2701 、
  　　　　　横手地域づくり協議会　本間さん
　　　　　　　090-8782-9949

横手の〝いいとこ撮り〟
　　写真コンテスト作品募集
横手の〝いいとこ撮り〟
　　写真コンテスト作品募集
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　急 平鹿総合病院（高橋医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
　法 増田地区多目的研修センター
　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-4848
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 市役所南庁舎　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　育児相談「相談のおもちゃ箱」　15：30～、三重保育所、
　子育て支援センター　55-2255
　心 横手地域局

　法 大森コミュニティセンター
　　 　10：00～12：00、社協・大森福祉センター　26-3274
　心 十文字町幸福会館

　急 市立横手病院（斉藤医師）　32-5001
　急 復古堂医院（横手）　33-6021
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

『高橋よしひろ40周年原画展』　
　心 増田地区多目的研修センター
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　心 大森コミュニティセンター

　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　法 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　　 　10：00～12：00、社協・山内福祉センター　53-3009
　心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
『絵更紗（えさらさ）の世界展　』
　　～6月24日、9：00～、雄物川郷土資料館　22-2793
ウオーキングデー
　　9：00、かまくら館サンルーム集合、詳しくは8ページ
名物『たらいこぎ競争』　10：00～、真人公園
　急 市立大森病院　26-2141
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124 
　急 市立大森病院　26-2141

沼入りぼんでん　11：00～厳島神社（平鹿町醍醐荒処）、
　平鹿地域局産業建設課　24-1118
　法 相談予約受付開始5月16日分　市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　健康相談・栄養教室　10：00～11：00、大森健康温泉
2012秋田スカイフェスタ　～5日、6：00、市教育センター
　広場（旧蛭野小グラウンド）　080-3335-5370・5371
横手体育館無料開放日　、9：00～15：00　33-2105
　種目／バドミントン、ミニテニス、卓球他
　急 渡辺内科循環器科医院（横手）　35-7020
　急 平鹿総合病院（和賀医師）　32-5124

　急 山﨑医院分院（平鹿）　24-1181
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【無料相談】  行 … 行政　　 法 … 法律 （要予約）　　人 … 人権
　　　　　　税 … 税務（9：30～12：00）　　 心 … 心配ごと（9：30～12：00）
【救急医療】　急 … 休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人

税
急
児

行
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

総数　 99,135人（-473） ／ 34,321世帯（-29）
　男　 47,124人（-217）
　女　 52,011人（-256）〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※３月末現在（前月末比）

横手市の人口横手市の人口

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

４月22日（日）「ムーミン谷の彗星」 　　　　　   【62分】
４月29日（日）「ドラえもんのび太の人魚大海戦」  【99分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

Pick up!
!

Pick up!
!ピック

アップ
ピック

アップ

観桜会　４月下旬～

【横手公園・金沢公園】
◆期　間／４月28日（土）～５月６日（日）
◆問合せ／横手商工会議所 　32-1170
【真人公園】
◆期　間／４月25日（水）～５月６日（日）
　名物『たらいこぎ競争』４月29日、10：00～
◆問合せ／増田町観光協会 　45-5311・5541　
【平鹿の夜桜を観る会】
◆日　時／４月28日（土）18：00頃～
◆場　所／平鹿十五野公園（陸上競技場前）
◆問合せ／㈲ライテックミュー 　33-8121
【大森公園】
◆期　間／４月28日（土）～５月６日（日）
◆問合せ／大森町観光協会 　26-2116
【梨木公園】
◆期　間／４月下旬～５月上旬
◆問合せ／十文字町観光協会 　42-0406
　※詳細については、お問い合わせください。

　東成瀬村出身の漫画家・
高橋よしひろ氏のデビュー
40周年を記念して、原画展
を開催します。デビュー作
から現在連載中の作品まで
300点を超える原画を展示
するほか、高橋氏と親交の
ある漫画家・本宮ひろ志氏
や原哲夫氏、宮下あきら氏
の原画も展示します。
　会期中には高橋氏のサイン会も開催しますの
で、ぜひご家族揃ってご来場ください。
◆時　間／9：30～17：00（入館は16：30まで）
　※期間中の休館日は５月７日・14日・21日
◆入場料／大学生・一般500円、中学・高校生
　　　　　300円、小学生200円
◆場所・問合せ／増田まんが美術館 　45-5556

Pick up!
!

Pick up!
!ピック

アップ
ピック

アップ

『高橋よしひろ40周年原画展』
デビュー40周年を祝うメモリアル展

■４月24日（火）～５月27日（日）

Ｃ 高橋よしひろ／日本文芸社


